
古
代
中
国
に
お
け
る
心
身
観
の

側
面

〈
内
経
医
学
〉
の
場
合
1

丸
’
　
山

敏
　
　
秋

　
生
け
る
人
間
に
お
い
て
、
心
（
精
神
）
と
身
（
身
体
。
肉
体
）
が
如
何
な

る
関
係
に
あ
る
か
を
究
明
す
る
こ
と
は
、
医
学
や
心
理
学
の
み
な
ら
ず
、

哲
学
・
倫
理
学
に
お
い
て
も
古
く
て
新
し
い
問
題
の
一
つ
で
あ
る
。
過
去

の
さ
ま
ざ
ま
な
心
身
観
（
心
身
関
係
論
）
は
思
想
史
研
究
に
お
け
る
重
要

な
、
興
味
深
い
テ
ー
マ
と
言
え
よ
う
。
本
稿
で
は
古
代
中
国
に
お
け
る
心

身
観
の
特
色
を
解
明
す
る
一
端
を
為
す
も
の
と
し
て
、
医
書
を
と
り
あ
げ

て
考
察
を
試
み
る
。

　
二
千
年
余
の
命
脈
を
保
つ
中
国
伝
統
医
学
は
、
漢
代
に
ほ
ぼ
そ
の
基
礎

が
築
か
れ
た
。
中
国
最
古
の
体
系
的
な
医
書
と
し
て
現
在
に
伝
わ
る
『
黄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

帝
内
経
。
（
■
素
問
』
■
霊
枢
。
）
に
は
、
こ
の
伝
統
医
学
に
お
け
る
基
本
的

な
概
念
や
認
識
が
ほ
と
ん
ど
備
わ
っ
て
い
る
と
称
し
て
も
埋
言
で
は
な
い
。

疾
病
の
原
因
と
し
て
情
動
の
偏
り
な
ど
の
内
因
を
重
視
す
る
く
内
経
医

学
V
に
は
、
心
身
医
学
的
な
性
格
が
濃
厚
に
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
明
ら
か

な
精
神
疾
患
に
対
し
て
も
独
特
な
生
理
論
に
基
づ
く
把
握
が
為
さ
れ
て
い

る
。
そ
う
し
た
内
容
を
考
察
し
な
が
ら
、
古
代
中
国
に
お
け
る
心
身
観
の

一
面
を
窺
っ
て
み
た
い
。

　
従
来
、
東
洋
に
お
け
る
伝
統
的
な
心
身
観
の
特
色
は
”
心
身
一
如
”
と

い
う
言
葉
で
端
的
に
性
格
づ
け
ら
れ
て
き
た
。
心
と
身
の
在
り
か
た
が
一

体
不
可
分
で
あ
る
と
の
認
識
が
、
東
洋
に
お
い
て
広
く
認
め
ら
れ
る
と
い

う
の
で
あ
る
。
か
か
る
見
か
た
は
果
た
し
て
正
当
と
言
え
る
で
あ
ろ
・
2
〃
。

ま
た
正
当
と
す
る
な
ら
ば
、
如
何
に
し
て
心
と
身
は
”
一
如
”
で
あ
り
得

る
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
、
そ
う
し
た
問
題
も
念
頭
に
お
き
な
が
ら
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

を
進
め
て
ゆ
く
こ
と
に
し
よ
う
。

　
尚
、
本
文
中
の
S
は
『
素
問
L
，
R
は
『
霊
枢
』
の
略
号
で
あ
る
。

二
、
”
気
の
医
学
。
に
お
け
る
疾
病
の
認
識
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〈
内
経
医
学
V
に
お
い
て
最
も
根
低
を
為
す
概
念
は
気
で
あ
る
。
古
代

中
国
人
は
万
物
を
構
成
す
る
究
極
の
根
源
的
要
素
と
し
て
気
を
見
出
し
た
。

気
と
は
ア
ト
ム
的
な
極
微
の
物
質
的
性
格
を
有
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
生

命
の
根
源
で
も
あ
り
、
一
切
の
現
象
は
気
の
は
た
ら
き
に
帰
す
る
。
〈
内

経
医
学
V
も
か
か
る
思
想
に
根
ざ
し
て
形
成
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
中
国

古
代
の
医
家
は
、
気
を
自
然
界
の
諸
事
物
や
身
体
を
構
成
す
る
究
極
極
微

の
要
素
で
あ
る
と
同
時
に
、
身
体
内
部
を
不
断
に
循
環
し
て
生
命
活
動
を

維
持
せ
し
め
、
さ
ら
に
は
精
神
活
動
を
も
営
ま
し
め
る
一
切
の
根
源
と
見

な
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
生
理
・
病
理
・
診
断
及
び
治
療
の
原
則
と
方

法
、
養
生
等
の
医
論
を
展
開
し
た
の
で
あ
る
。
か
か
る
”
気
の
医
学
“
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
〕

大
要
と
特
色
に
つ
い
て
は
既
に
別
に
論
じ
て
あ
る
の
で
省
略
す
る
が
、
後

の
考
察
に
関
連
す
る
疾
病
の
認
識
に
つ
い
て
、
次
に
若
干
述
べ
て
お
く
こ

と
に
し
た
い
。

　
古
代
中
国
に
は
大
き
く
二
種
の
疾
病
観
が
存
す
る
。
一
は
疾
病
の
原
因

を
天
帝
や
祖
霊
・
鬼
神
と
い
っ
た
超
自
然
的
存
在
の
崇
禍
と
見
な
し
、
治

療
を
巫
祝
な
ど
シ
ャ
ー
マ
ン
的
な
特
殊
能
力
者
が
行
う
被
い
や
祈
榛
な
ど

に
頼
る
呪
術
的
疾
病
観
、
二
は
呪
術
的
性
格
が
ほ
と
ん
ど
払
拭
さ
れ
、
体

内
の
気
の
欝
滞
や
陰
陽
二
気
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
に
よ
っ
て
疾
病
を
捉
え
る

　
　
　
　
　
（
4
）

見
方
で
あ
る
。
〈
内
経
医
学
V
娃
言
う
ま
で
も
な
く
後
者
に
属
し
て
い
る
。

　
端
的
に
言
っ
て
し
ま
え
ば
、
疾
病
と
は
「
体
内
の
気
血
の
バ
ラ
ン
ス
が
失

わ
れ
、
正
常
な
る
生
命
活
動
が
阻
害
さ
れ
た
心
身
の
状
態
」
に
他
な
ら
な

い
。
〈
内
経
医
学
V
で
は
人
問
を
常
に
自
然
界
の
在
り
方
と
相
関
・
対
応

し
て
あ
る
存
在
と
捉
え
、
生
命
は
飲
食
や
呼
吸
に
よ
っ
て
外
界
の
精
気
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

摂
取
さ
れ
、
そ
の
精
気
が
気
血
と
化
し
て
経
絡
と
呼
ぶ
ル
ー
ト
を
通
じ
、

体
内
を
隈
々
ま
で
不
断
に
循
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
保
た
れ
る
と
考
え
ら

れ
た
。
こ
の
在
り
方
が
破
綻
を
き
た
し
、
気
血
の
循
環
や
バ
ラ
ン
ス
に
異

常
が
生
じ
た
状
態
が
疾
病
な
の
で
あ
る
。
「
血
気
和
せ
ざ
れ
ば
、
百
病
乃

ち
変
化
し
て
生
ず
」
（
S
・
調
経
論
）
と
は
そ
の
謂
で
あ
る
。

　
で
は
実
際
に
気
血
の
異
常
を
引
き
起
こ
す
原
因
と
し
て
如
何
な
る
も
の

が
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
○
夫
百
病
之
始
生
也
、
皆
生
干
風
雨
寒
暑
清
湿
喜
怒
（
R
・
百
病
始
生
）

　
○
夫
百
病
之
所
始
生
者
、
必
起
干
燥
湿
寒
暑
風
雨
陰
陽
喜
怒
飲
食
居

　
　
処
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
R
・
順
気
一
日
分
為
四
時
）

こ
こ
に
示
さ
れ
て
い
る
疾
病
の
原
因
（
邪
）
は
、
風
・
寒
・
暑
・
湿
と
い
っ

た
自
然
界
の
気
（
天
候
・
気
象
条
件
）
と
、
喜
怒
・
飲
食
・
居
処
・
陰
陽
（
房

事
）
と
い
っ
た
情
動
や
生
活
状
態
に
大
別
で
き
る
。
『
素
問
』
調
経
論
篇
に
、

　
　
夫
邪
之
生
也
、
或
生
於
陰
、
或
生
於
陽
。
其
生
於
陽
者
、
得
之
風
雨

　
　
寒
暑
。
基
生
於
陰
者
、
得
之
飲
食
居
処
陰
陽
喜
怒
。

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
陽
に
属
さ
れ
る
前
者
を
外
因
、
陰
に
属
さ
れ
る
後
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

を
内
因
と
称
し
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
外
因
で
あ
る
自
然
界
の
気
は
、
そ
の
ま
ま
直
ち
に
邪
（
外
邪
）

と
し
て
人
体
を
襲
う
わ
け
で
は
な
い
。

　
○
風
者
百
病
之
始
也
。
清
静
則
肉
膝
閉
拒
、
難
有
大
風
苛
毒
、
弗
之
能

　
　
害
。
此
因
時
之
序
也
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
S
・
生
気
通
天
論
）

　
○
風
雨
寒
熱
不
得
虚
邪
、
不
能
独
傷
人
。
卒
然
逢
疾
風
暴
雨
而
不
病
者

　
　
蓋
無
虚
。
故
邪
不
能
独
傷
人
。
　
　
　
　
　
　
　
（
R
・
百
病
始
生
）

こ
の
百
病
始
生
篇
に
言
う
「
虚
（
虚
邪
）
」
と
は
人
体
が
「
清
静
」
で
な
い
こ

と
、
す
な
わ
ち
内
因
に
よ
っ
て
体
内
の
血
気
が
不
調
和
に
陥
り
、
容
易
に

30



外
界
の
気
の
侵
襲
を
受
け
て
し
ま
う
状
態
に
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
従

っ
て
体
内
が
清
静
で
気
血
の
バ
ラ
ン
ス
が
保
た
れ
て
い
れ
ば
、
た
と
え
気

候
の
変
調
な
ど
の
外
因
が
あ
ろ
う
と
も
、
疾
病
は
生
じ
な
い
。
外
邪
に
よ

っ
て
疾
病
が
発
現
す
る
の
は
、
内
外
の
邪
が
感
応
す
る
た
め
な
の
で
あ
る
。

　
○
天
之
邪
気
、
感
則
害
人
五
蔵
。
水
殻
之
寒
熱
、
感
則
害
於
六
府
。
地

　
　
之
湿
気
、
感
則
害
皮
肉
筋
脈
。
　
　
　
　
　
（
S
・
陰
陽
応
象
大
論
）

　
○
以
身
之
虚
而
逢
天
之
虚
、
両
虚
相
関
、
其
気
至
骨
、
入
則
傷
五
蔵
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
S
。
八
正
神
明
論
）

同
気
。
同
類
の
感
応
現
象
に
つ
い
て
は
『
呂
氏
春
秋
』
や
『
春
秋
繁
露
』
等

　
　
　
　
　
　
　
　
（
氾

に
多
く
説
か
れ
て
い
る
が
、
古
代
の
医
家
は
そ
れ
を
疾
病
の
発
生
を
説
く

際
に
用
い
た
。

　
か
か
る
見
方
か
ら
す
れ
ば
、
自
然
界
の
気
に
感
応
す
る
よ
う
な
人
体
内

部
環
境
の
異
常
を
も
た
ら
す
原
因
（
内
因
）
こ
そ
が
、
真
の
意
味
で
の
病
因

と
言
え
よ
う
。
そ
こ
で
、
た
と
え
明
ら
か
な
症
状
が
発
現
し
な
く
と
も
、

既
に
内
因
に
よ
っ
て
体
内
の
気
血
が
バ
ラ
ン
ス
を
失
っ
て
い
る
状
態
を

く
未
病
V
と
呼
び
、
広
義
の
疾
病
と
見
な
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
「
聖
人
は
未

病
を
治
す
」
（
S
・
金
匿
真
言
論
）
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
症
状
が
現
わ
れ

る
以
前
に
気
血
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
を
元
に
復
せ
し
め
る
こ
と
が
、
治
療
の

理
想
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
養
生
が
力
め
て
説
か
れ
た
所
以
も
実
に
こ
の

点
に
あ
る
。

　
〈
内
経
医
学
V
で
は
お
よ
そ
こ
の
よ
う
に
疾
病
が
認
識
さ
れ
、
陰
陽
論

や
五
行
論
を
用
い
る
な
ど
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
病
状
・
病
理
が
示
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
詳
細
は
略
す
が
、
以
上
に
述
べ
た
疾
病
観
を
ふ
ま
え
て
、
本

稿
の
主
題
で
あ
る
心
身
関
係
の
認
識
の
考
察
に
入
る
こ
と
に
し
よ
う
。

三
、
情
動
と
身
体

　
　
　
　
ω
　
情
動
の
発
生

　
く
内
経
医
学
V
に
お
け
る
精
神
機
能
に
対
す
る
認
識
を
把
握
し
よ
う
と

す
る
場
合
、
ま
ず
「
神
」
の
語
義
に
っ
い
て
了
解
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
つ
。

「
神
」
に
は
人
間
の
生
命
活
動
を
統
一
的
に
主
る
霊
妙
不
可
思
議
な
る
は
た

ら
き
の
意
味
（
広
義
の
「
神
」
）
が
あ
り
、
そ
の
は
た
ら
き
は
五
蔵
が
所
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

す
る
魂
・
神
・
意
・
晩
・
志
の
五
つ
に
分
割
さ
れ
る
。
そ
の
う
ち
の
心
蔵

　
　
　
　
や
ど

（
心
臓
）
に
舎
る
と
こ
ろ
の
神
が
、
各
種
精
神
機
能
を
統
轄
す
る
狭
義
の

「
神
」
で
あ
る
。
「
心
」
の
文
字
が
心
蔵
の
象
形
で
あ
る
よ
う
に
、
古
代
中
国

人
は
体
内
に
お
け
る
精
神
の
所
在
を
心
蔵
と
考
え
て
い
た
。
『
准
南
子
L

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

原
道
訓
な
ど
に
は
そ
の
こ
と
が
明
瞭
に
記
さ
れ
て
い
る
。
〈
内
経
医
学
V

で
は
各
種
精
神
機
能
の
局
在
化
（
五
蔵
へ
の
配
当
）
が
進
ん
で
い
る
が
、
そ
の

中
心
を
心
蔵
に
お
い
て
い
る
こ
と
は
変
わ
り
が
な
い
。
ギ
リ
シ
ア
で
は
ヒ

ポ
ク
ラ
テ
ス
が
精
神
の
所
在
と
し
て
早
く
も
脳
説
を
唱
え
た
と
一
言
わ
れ
て

い
る
。
だ
が
く
内
経
医
学
V
に
お
い
て
脳
は
六
つ
の
「
奇
恒
の
府
」
の
一
つ

　
（
u
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
〃
）

と
さ
れ
、
特
に
精
神
機
能
と
の
関
係
づ
け
は
為
さ
れ
て
い
な
い
。

　
さ
て
、
〈
内
経
医
学
V
に
お
い
て
身
体
と
の
関
係
づ
け
が
顕
著
に
認
め

ら
れ
て
い
る
精
神
機
能
は
、
疾
病
の
内
因
の
一
つ
に
も
数
え
ら
れ
て
い
た

　
　
　
　
（
1
3
）

情
動
（
感
情
）
で
あ
る
。
■
霊
枢
L
本
神
篇
に
は
意
・
志
・
思
・
■
慮
・
智
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
M
）

ど
高
度
な
知
的
精
神
機
能
に
つ
い
て
の
定
義
め
い
た
言
葉
は
見
え
る
も
の

の
、
そ
れ
ら
は
医
論
の
形
成
に
お
い
て
特
に
重
視
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
。

　
『
礼
記
』
礼
運
篇
に
よ
れ
ば
、
人
間
に
は
喜
・
怒
・
哀
・
催
・
愛
・
悪
・
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欲
の
七
情
が
あ
る
と
い
う
が
、
〈
内
経
医
学
V
で
は
も
っ
ぱ
ら
五
蔵
に
配

さ
れ
た
五
情
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
『
素
問
L
陰
陽
応
象
大
論
篇
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
遁
）

は
「
人
に
五
蔵
有
り
。
五
気
を
化
し
て
以
て
喜
怒
思
憂
恐
を
生
ず
」
と
言

い
、
五
蔵
に
対
し
て
情
動
を
次
の
よ
う
に
配
当
し
て
い
る
。

　
　
肝
－
怒
、
心
1
－
喜
、
脾
1
1
思
、
肺
－
憂
、
腎
”
恐

こ
の
場
合
の
脾
に
配
さ
れ
て
い
る
「
思
」
と
は
知
的
な
精
神
機
能
で
は
な
く
、

深
く
思
い
悩
む
よ
う
な
情
動
面
を
言
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ら
五
情

は
さ
ら
に
「
悲
（
憂
）
勝
怒
」
「
恐
勝
喜
」
「
怒
勝
思
」
「
喜
勝
憂
」
「
思
勝
恐
」

と
、
五
行
相
剋
説
に
基
づ
く
相
互
の
関
係
も
示
さ
れ
、
五
行
論
の
浸
透
に

よ
っ
て
か
か
る
配
当
や
関
係
性
が
定
着
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
で
は
情
動
の
発
生
に
っ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
で
あ
ろ

う
か
。
■
素
問
』
宣
明
五
気
篇
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
五
精
所
拝
、
精
気
丼
於
心
則
喜
、
丼
於
肺
則
悲
、
拝
於
肝
則
憂
、
井

　
　
於
脾
則
畏
、
丼
於
腎
則
恐

と
あ
る
。
こ
れ
は
五
蔵
各
々
が
虚
し
て
他
の
蔵
器
の
蔵
す
る
精
気
が
入
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
蝸
）

込
ん
だ
と
き
、
あ
る
特
定
の
情
動
が
発
す
る
こ
と
を
言
っ
た
も
の
で
あ
る

が
、
先
の
五
蔵
－
五
情
配
当
と
は
必
ず
し
も
一
致
し
て
い
な
い
。
五
蔵
”

五
情
配
当
は
、
特
定
の
情
動
が
偏
っ
て
発
す
る
と
き
、
そ
れ
と
配
当
さ
れ

た
五
蔵
に
障
害
を
引
き
起
こ
す
こ
と
を
説
く
際
に
よ
く
用
い
ら
れ
る
も
の

で
あ
っ
て
、
逆
の
場
合
は
不
明
瞭
で
あ
る
。
本
神
篇
に
は
「
肝
気
虚
す
れ

ば
恐
れ
、
実
す
れ
ば
怒
る
」
と
あ
り
、
五
蔵
を
原
因
と
す
る
情
動
の
発
生

に
つ
い
て
の
定
説
は
特
に
な
い
。

　
情
動
の
発
生
を
五
蔵
と
の
関
係
以
外
か
ら
説
い
た
も
の
は
お
よ
そ
次
の

通
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
ω
神
有
鉄
則
笑
不
休
、
神
不
足
則
悲
。
　
　
　
　
　
　
（
S
・
調
経
論
）

　
…
血
有
鉄
則
怒
、
不
足
則
恐
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
同
上
）

　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
㎞
多
陽
者
多
喜
、
多
陰
者
多
怒
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
R
・
行
鐵
）

　
ω
陽
入
之
陰
則
静
、
陰
出
之
陽
則
怒
。
　
　
　
　
　
（
S
・
宣
明
五
気
）

　
㈲
夏
刺
肌
肉
、
血
気
内
却
、
令
人
善
恐
。
夏
刺
筋
骨
、
血
気
上
逆
、
令

　
　
人
善
怒
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
S
・
四
時
刺
逆
従
論
）

こ
れ
ら
の
う
ち
、
㈲
…
は
神
気
や
血
気
の
有
餓
・
不
足
に
よ
っ
て
喜
・
悲
・

怒
・
恐
の
情
が
生
ず
る
こ
と
を
、
…
…
は
陰
陽
の
気
の
多
少
、
逆
従
に
よ

っ
て
喜
怒
の
情
が
生
ず
る
こ
と
を
説
い
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
d
は
特
殊

な
場
合
で
あ
る
が
、
施
術
者
が
四
時
に
応
じ
た
刺
鐵
を
施
さ
な
か
っ
た
場

合
に
、
患
者
に
特
定
の
情
動
を
生
ぜ
し
め
る
こ
と
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
く
内
経
医
学
V
に
お
い
て
情
動
と
は
一
種
の
生
理
現
象
で

あ
る
と
共
に
、
病
理
現
象
（
病
症
）
と
し
て
も
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
次
に
我

々
は
疾
病
の
認
識
に
現
わ
れ
て
い
る
情
動
と
身
体
の
関
わ
り
に
つ
い
て
見

て
ゆ
く
こ
と
に
し
よ
う
。

　
　
　
②
　
情
動
と
疾
病

　
激
し
く
怒
れ
ば
全
身
が
震
え
、
不
安
を
覚
え
れ
ば
胸
が
高
鳴
る
こ
と
は

誰
も
が
体
験
す
る
。
す
な
わ
ち
情
動
と
は
明
ら
か
に
心
身
両
面
の
変
化
を

同
時
に
備
え
た
現
象
で
あ
り
、
と
き
に
は
疾
病
す
ら
引
き
起
こ
す
こ
と
も

経
験
的
に
広
く
認
め
ら
れ
よ
う
。
『
呂
氏
春
秋
』
や
『
准
南
子
L
に
も
そ
の
こ

　
　
　
　
　
　
　
一
£

と
は
記
さ
れ
て
い
る
が
、
〈
内
経
医
学
V
で
は
そ
れ
が
以
下
の
よ
う
な
機

序
で
示
さ
れ
て
い
る
。

　
○
故
喜
怒
傷
気
、
寒
暑
傷
形
。
暴
怒
傷
陰
、
暴
喜
傷
陽
。

32



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
S
・
陰
陽
応
象
大
論
）

　
　
、
　
　
　
、

　
○
喜
怒
不
節
則
傷
蔵
、
風
雨
則
傷
上
・
：
蔵
傷
則
病
起
於
陰
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
R
・
百
病
始
生
）

こ
の
二
例
が
病
因
を
陰
陽
論
的
に
捉
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
蝸
）

も
な
い
。
疾
病
の
内
因
と
し
て
喜
怒
（
情
動
）
は
人
体
の
陰
の
部
で
あ
る
気

や
蔵
（
五
蔵
）
を
損
う
。
ま
た
情
動
に
も
陰
陽
の
別
が
あ
り
、
怒
は
陰
、
喜
は

陽
と
性
格
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
か
か
る
認
識
と
先
に
も
示
し
た
五
蔵
と
五

情
の
配
当
に
基
づ
い
て
、
種
々
の
情
動
が
引
き
起
こ
す
病
症
が
説
か
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
た
と
え
ば
本
神
篇
で
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

　
　
是
故
憧
暢
思
慮
者
則
傷
神
。
神
傷
則
恐
催
流
淫
而
不
止
。
因
悲
哀
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

　
　
中
者
蜴
絶
而
失
生
。
喜
楽
者
神
悼
散
而
不
蔵
。
愁
憂
者
気
閉
塞
而
不

　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

　
　
行
。
盛
怒
者
迷
惑
而
不
治
。
恐
催
者
神
蕩
悼
而
不
収
。

こ
れ
は
思
・
悲
・
喜
・
怒
・
恐
の
五
情
が
過
度
に
発
現
し
た
場
合
に
、
生

命
の
根
源
で
あ
り
正
常
な
精
神
機
能
を
主
る
「
神
」
の
は
た
ら
き
を
損
い
、

気
の
循
行
を
妨
げ
る
こ
と
を
総
括
的
に
説
い
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
本

篇
で
は
五
行
論
を
援
用
し
な
が
ら
、
五
情
に
よ
っ
て
身
体
が
損
わ
れ
る
様

子
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

　
　
　
　
、
　
、
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
㎎
）

　
○
心
、
一
怖
暢
思
慮
則
傷
神
。
神
傷
則
恐
擢
自
失
、
破
咽
脱
肉
、
毛
悼
、

　
　
色
矢
、
死
干
冬
。

　
○
脾
、
愁
憂
而
不
解
則
傷
意
。
意
傷
則
挽
乱
四
肢
不
挙
、
毛
悼
、
色
天
、

　
　
死
干
春
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

と
い
っ
た
具
合
で
あ
り
、
類
似
の
記
載
は
『
素
問
。
玉
機
真
蔵
論
篇
等
に

　
　
　
　
一
型

も
見
ら
れ
る

　
■
素
問
』
挙
痛
論
篇
に
は
ま
た
、
怒
・
喜
・
思
・
悲
・
恐
の
五
情
の
他
に
、

寒
。
艮
（
熱
）
・
驚
・
労
に
よ
っ
て
体
内
の
気
に
異
常
が
生
ず
る
こ
と
に
っ

い
て
興
昧
深
い
問
答
が
交
わ
さ
れ
て
い
る
。
黄
帝
は
岐
伯
に
次
の
よ
う
な

問
い
を
発
し
た
。

　
　
余
知
、
百
病
生
於
気
也
。
怒
則
気
上
、
喜
則
気
緩
、
悲
則
気
消
、
恐

　
　
則
気
下
、
寒
則
気
収
、
日
火
則
気
池
、
驚
則
気
乱
、
労
則
気
耗
、
患
則

　
　
気
結
。
九
気
不
同
、
何
病
之
生
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

情
動
の
偏
り
な
ど
の
内
的
要
因
に
よ
っ
て
体
内
の
気
が
さ
ま
ざ
ま
に
変
化

す
る
。
そ
れ
が
疾
病
と
な
っ
て
発
現
す
る
の
で
あ
る
が
、
具
体
的
に
如
何

な
る
疾
患
が
生
ず
る
か
に
つ
い
て
、
黄
帝
は
尋
ね
た
。
そ
れ
に
対
す
る
岐

伯
の
答
え
を
箇
条
的
に
示
そ
う
。
．

　
ω
怒
則
気
逆
、
甚
則
嘔
血
及
殖
泄
、
故
気
上
実
。

　
…
喜
則
気
和
志
達
、
栄
衛
通
利
、
故
気
緩
。

　
に
悲
則
心
系
急
、
肺
布
葉
挙
、
而
上
焦
不
通
、
栄
衛
不
散
、
熱
気
在
中
、

　
　
故
気
消
実
。

　
…
恐
則
精
却
、
却
則
上
焦
閉
、
閉
則
気
還
、
還
則
下
焦
脹
、
故
気
不
行

　
　
笑
。

　
■
寒
則
膝
理
閉
、
気
不
行
、
故
気
収
。

　
　
雨

　
ω
呆
則
膝
理
開
、
栄
衛
通
、
汗
大
池
、
故
気
池
。

　
旧
驚
則
心
無
所
椅
、
神
無
所
帰
、
慮
無
所
定
、
故
気
乱
実
。

　
　
、

　
阯
労
則
喘
息
汗
出
、
外
内
皆
越
、
故
気
耗
実
。

　
け
思
則
心
有
所
存
、
神
有
所
帰
、
正
気
留
而
不
行
、
故
気
結
突
。

黄
帝
は
九
気
の
変
動
に
よ
っ
て
生
ず
る
疾
病
に
つ
い
て
尋
ね
た
の
で
あ
る

が
、
岐
伯
の
答
え
は
「
嘔
血
」
「
殖
泄
（
下
痢
）
」
「
喘
息
」
と
い
っ
た
具
体
的

な
外
的
症
状
を
示
し
た
箇
所
は
わ
ず
か
で
、
全
体
と
し
て
は
む
し
ろ
明
ら
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か
な
症
状
が
発
現
す
る
以
前
の
異
常
状
態
、
す
な
わ
ち
体
内
の
気
の
変
動

が
も
た
ら
さ
れ
る
機
序
を
説
い
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　
前
述
の
如
く
、
〈
内
経
医
学
V
で
は
明
ら
か
な
症
状
が
現
わ
れ
る
以
前

の
気
の
異
常
状
態
（
内
因
に
よ
る
）
を
く
未
病
V
と
呼
び
、
広
義
の
疾
病
と

考
え
た
。
す
な
わ
ち
疾
病
は
、

　
　
内
因
↓
体
内
の
気
（
気
血
）
の
異
常
・
変
動
（
未
病
1
1
広
義
の
疾
病
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

　
　
↓
外
因
（
外
邪
）
と
の
感
応
↓
自
覚
・
他
覚
症
状
（
狭
義
の
疾
病
）

と
い
う
機
序
で
発
現
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
上
記
挙
痛
論
篇
の

岐
伯
の
言
葉
は
、
ま
さ
に
情
動
を
内
因
の
中
心
と
し
た
く
未
病
V
発
生
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
を
表
わ
し
た
も
の
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
先
に
も
述
べ
た
通

り
、
情
動
と
は
本
来
、
心
身
両
面
の
変
化
を
同
時
に
備
え
た
生
体
現
象
で

あ
る
。
し
か
し
、
西
洋
医
学
に
お
い
て
情
動
が
疾
病
の
原
因
を
為
す
も
の

と
し
て
明
確
に
認
識
さ
れ
、
本
格
的
な
研
究
が
進
め
ら
れ
て
き
た
の
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

こ
こ
わ
ず
か
五
十
年
ほ
ど
の
こ
と
で
し
か
な
い
。
こ
の
点
、
〈
内
経
医
学
V

は
素
朴
な
段
階
で
は
あ
る
に
し
ろ
、
早
く
か
ら
心
身
医
学
と
し
て
の
性
格

を
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
情
動
は
こ
の
よ
う
に
疾
病
の
内
因
と
な
り
、
気
の
変
動
を
も
た
ら
し
て

数
々
の
疾
病
を
引
き
起
こ
す
。
他
方
、
前
述
の
よ
う
に
気
の
変
動
に
よ
っ

て
特
定
の
情
動
が
生
ず
る
と
も
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
気
の
概
念
を
媒
介

と
し
た
情
動
と
疾
病
、
す
な
わ
ち
心
身
の
相
関
関
係
を
窺
い
知
る
こ
と
が

で
き
よ
う
。
実
に
こ
の
点
が
く
内
経
医
学
V
に
お
け
る
心
身
観
の
特
色
と

言
い
得
る
の
で
あ
る
。
次
に
精
神
疾
患
の
場
合
を
と
り
あ
げ
て
か
か
る
特

色
を
さ
ら
に
確
認
し
て
み
た
い
。

四
、
癒
・
狂
。
忘

1
精
神
疾
患
に
対
す
る
病
理
認
識
1

　
高
度
な
発
達
を
遂
げ
た
現
代
医
学
に
あ
っ
て
、
最
も
謎
の
多
い
、
あ
る

意
味
で
は
立
ち
遅
れ
て
い
る
領
域
が
精
神
医
学
で
あ
る
。
西
欧
に
お
い
て

も
精
神
病
は
長
い
間
疾
患
と
し
て
扱
わ
れ
ず
、
悪
魔
の
仕
業
や
天
の
刑
罰

に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
と
い
う
呪
術
1
－
宗
教
的
な
考
え
に
支
配
さ

れ
て
き
た
。
十
八
世
紀
末
に
な
っ
て
精
神
病
者
解
放
の
父
と
し
て
知
ら
れ

る
P
・
ピ
ネ
ル
（
一
七
四
五
～
一
八
二
六
）
が
初
め
て
精
神
疾
患
の
四
分
法

を
提
起
し
て
か
ら
、
精
神
病
は
疾
患
で
あ
る
と
の
認
識
が
浸
透
す
る
よ
う

に
な
る
。
そ
め
後
、
E
・
ク
レ
ペ
リ
ン
や
S
・
フ
ロ
イ
ト
な
ど
の
出
現
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

よ
り
、
科
学
と
し
て
の
精
神
医
学
が
長
足
の
進
歩
を
遂
げ
る
に
至
っ
た
。

特
に
脳
の
構
造
や
機
能
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
に
伴
い
、
精
神
疾
患
の
原
因

や
病
理
が
か
な
り
説
明
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
な
お
他
の

疾
患
に
比
べ
れ
ば
未
知
な
事
柄
は
あ
ま
り
に
も
多
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
現
在
、
精
神
医
学
の
対
象
に
数
え
ら
れ
て
い
る
も
の
に
は
、
精
神
病
（
狭

　
（
2
6
）

義
の
）
・
神
経
症
及
び
心
身
症
・
脳
疾
患
・
精
神
薄
弱
・
精
神
病
質
・
犯

罪
及
び
非
行
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
精
神
疾
患
の
原
因
と
し
て
は
遺
伝
素
質

で
あ
る
く
内
因
V
、
身
体
の
外
部
か
ら
、
ま
た
は
脳
以
外
の
身
体
部
分
か

ら
脳
に
作
用
す
る
く
外
因
V
、
そ
れ
に
欲
求
不
満
や
心
的
葛
藤
な
ど
の

く
心
因
V
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
主
な
精
神
症
状
と
し
て
は
、
㎞
幻
覚
、

…
妄
想
、
…
思
考
障
害
、
…
感
情
障
害
、
㈲
自
我
意
識
の
障
害
、
旧
記
憶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

障
害
、
帽
行
動
障
害
、
｛
意
識
障
害
、
い
知
能
障
害
な
ど
が
あ
り
、
こ
れ

ら
は
い
く
つ
か
が
組
み
合
わ
さ
っ
た
症
候
群
と
し
て
発
現
す
る
場
合
が
多

い
。
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こ
の
よ
う
な
精
神
疾
患
に
対
す
る
現
代
医
学
的
な
認
識
を
ふ
ま
え
た
と

き
、
〈
内
経
医
学
V
に
お
い
て
は
細
か
な
病
類
区
分
は
為
さ
れ
て
い
な
い

も
の
の
、
明
ら
か
に
精
神
疾
患
に
該
当
す
る
病
症
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
。

そ
の
典
型
が
「
癩
」
と
「
狂
」
で
あ
る
。
そ
れ
ら
に
記
憶
障
害
で
あ
る
と
こ

ろ
の
「
忘
」
を
加
え
、
各
々
に
つ
い
て
の
病
理
認
識
を
、
以
下
に
考
察
し
て

み
よ
う
。

　
『
霊
枢
L
に
は
癩
狂
篇
な
る
一
篇
が
あ
る
。
■
漢
書
』
芸
文
志
の
方
伎
略

経
方
の
部
に
も
『
客
疾
五
蔵
狂
顛
病
方
L
＋
七
巻
（
侠
）
と
い
う
古
代
医
書

の
存
在
が
記
さ
れ
て
い
る
。
「
顧
」
と
「
狂
」
は
「
癩
狂
」
あ
る
い
は
「
狂
癩
」

と
併
称
さ
れ
る
こ
と
も
多
く
、
典
型
的
な
精
神
疾
患
で
あ
っ
た
。
ま
ず
癩

疾
の
方
か
ら
見
て
ゆ
こ
う
。
「
癩
」
は
「
巌
」
と
も
、
「
顧
」
と
も
書
か
れ
る
。

藤
堂
明
保
に
よ
れ
ば
「
顯
」
は
「
真
」
と
単
語
家
族
を
為
し
、
頭
が
下
に
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

っ
た
、
す
な
わ
ち
転
倒
し
た
状
態
を
原
義
と
す
る
。
癩
狂
篇
に
は
癩
疾
の

症
状
と
こ
の
病
に
関
連
の
あ
る
経
脈
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
説
明
が
為
さ

れ
て
い
る
。

　
○
癩
疾
始
生
、
先
不
楽
、
頭
重
痛
、
視
挙
、
目
赤
。
甚
作
（
発
作
）
極
、

　
　
已
而
煩
心
。
侯
之
干
顔
、
取
手
太
陽
・
陽
明
・
太
陰
、
血
変
而
止
。

　
　
　
　
　
（
2
9
）

　
○
癩
疾
始
作
、
而
引
口
呼
呼
喘
悸
者
、
候
之
手
陽
明
太
陽
。

　
○
癩
疾
始
作
、
先
反
優
（
卒
倒
）
、
因
而
脊
痛
。
候
之
足
太
陽
・
陽
明
・

　
　
太
陰
・
手
太
陽
。

こ
れ
ら
に
よ
っ
て
見
れ
ば
、
癩
疾
と
は
ほ
∵
「
て
ん
か
ん
」
に
相
当
す
る

疾
患
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
「
て
ん
か
ん
」
と
は
発
作
的
に
襲
来
す
る

意
識
障
害
と
痙
撃
を
主
徴
候
と
す
る
疾
患
群
で
、
瞳
孔
の
拡
大
、
強
直
、

眩
曇
、
意
識
混
濁
、
幻
覚
、
感
情
障
害
な
ど
を
伴
う
。
晋
の
葛
洪
が
著
わ

し
た
■
肘
後
備
急
方
』
に
、
「
凡
そ
顧
疾
は
発
す
れ
ば
則
ち
地
に
什
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

挺
沫
を
吐
き
、
知
る
こ
と
無
し
」
と
あ
る
の
を
見
れ
ば
癩
疾
は
ま
さ
に
「
て

ん
か
ん
」
と
一
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
顧
狂
篇
に
は
、
癩
疾
を
治
療
す
る
際
は
常

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
〕

に
患
者
と
一
緒
に
居
る
べ
き
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
の
も
、
こ
の
疾
患
が

発
作
的
に
発
現
す
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

　
次
に
狂
疾
で
あ
る
が
、
癩
狂
篇
で
は
「
癩
疾
の
発
す
る
こ
と
狂
の
如
き

者
は
死
し
て
治
せ
ず
」
と
、
狂
疾
を
癩
疾
よ
り
重
症
と
見
な
し
、
そ
の
状

態
が
克
明
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

　
○
狂
始
生
、
先
自
悲
也
。
喜
忘
、
喜
怒
、
喜
恐
者
得
之
憂
飢
。
治
之
取

　
　
手
太
陰
・
陽
明
、
血
変
而
止
。
及
取
足
太
陰
・
陽
明
。

　
○
狂
始
発
、
少
臥
不
飢
、
自
高
賢
也
、
自
弁
智
也
、
自
尊
貴
也
、
喜
罵

署
日
夜
不
休
。
治
之
取
手
陽
明
・
太
陽
・
太
陰
・
舌
下
少
陰
視
之
。

○
狸
言
、
驚
、
善
笑
、
好
歌
楽
、
妄
行
不
休
者
、
得
之
大
恐
。
治
之
取
手

陽
明
・
太
陽
・
太
陰
。

○
狂
、
目
妄
見
、
耳
妄
聞
、
善
呼
者
、
少
気
之
所
生
也
。
治
之
取
手
太

　
　
陽
・
太
陰
．
陽
明
．
足
太
陰
．
頭
両
頗
。

　
○
狂
者
、
多
食
、
善
見
鬼
神
、
善
笑
而
不
発
干
外
者
、
得
之
有
所
大
喜
。

　
　
治
之
取
足
太
陰
・
太
陽
・
陽
明
、
後
取
手
太
陰
・
太
陽
・
陽
明
。

ひ
と
口
に
狂
疾
と
い
っ
て
も
、
こ
の
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
症
状
が
あ
る
。

こ
こ
に
、
感
情
障
害
、
記
憶
障
害
、
行
動
障
害
、
幻
覚
、
自
我
意
識
の
障

害
な
ど
、
現
代
医
学
で
分
類
さ
れ
て
い
る
精
神
疾
患
の
典
型
的
な
諸
症
状

を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
ま
た
そ
こ
に
は
狂
疾
の
発
す
る
原
因
と
し
て
、

憂
恐
・
大
喜
と
い
っ
た
情
動
の
偏
り
や
飢
餓
（
少
気
に
通
ず
る
）
が
記
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
も
注
目
し
た
い
。
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で
は
、
こ
れ
ら
癩
疾
と
狂
疾
の
病
理
に
つ
い
て
は
如
何
に
認
識
さ
れ
て

い
る
で
あ
ろ
う
か
。
ど
ち
ら
も
総
じ
て
体
内
の
気
が
バ
ラ
ン
ス
を
失
っ
た

状
態
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
他
の
疾
患
と
同
様
で
あ
る
が
、
具
体

的
に
は
次
の
よ
う
な
状
態
で
あ
る
と
い
う
。
ま
ず
癩
疾
に
つ
い
て
。

　
　
所
謂
甚
則
狂
巌
疾
者
、
陽
尽
在
上
而
陰
気
従
下
。
下
虚
上
実
、
故
狂

　
　
巌
疾
也
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
S
・
脈
解
）

こ
こ
に
言
う
「
狂
顯
疾
」
と
は
狂
疾
と
巌
（
癩
）
疾
の
こ
と
で
は
な
く
、
「
狂
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

の
症
状
を
伴
う
重
度
の
癩
疾
と
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
陽
気

が
上
り
つ
め
た
た
め
に
陰
気
が
下
っ
て
循
環
が
停
滞
し
た
「
下
虚
上
実
」

の
証
が
癩
疾
の
基
本
的
な
病
態
と
さ
れ
る
。
類
似
の
記
載
は
他
に
も
多
い
。

　
○
是
以
頭
痛
・
巌
疾
、
下
虚
上
実
、
過
在
足
少
陰
巨
陽
。
甚
則
入
腎
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
S
・
五
蔵
生
成
）

　
○
（
脈
）
来
疾
去
徐
、
上
実
下
虚
、
為
豚
巌
疾
。
　
（
S
・
脈
要
精
微
論
）

　
○
気
上
不
下
、
頭
痛
、
鐘
疾
。
　
　
　
　
　
　
　
　
h
S
。
方
盛
衰
論
）

ま
た
『
素
問
L
奇
病
論
篇
に
は
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
癩
疾
の
あ
る
者
（
先

天
性
の
て
ん
か
ん
）
の
病
名
を
「
胎
病
」
と
呼
び
、
そ
の
病
因
と
病
理
を

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
　
此
得
之
在
母
腹
中
時
、
其
母
有
所
大
驚
、
気
上
而
不
下
、
精
気
丼
居
、

　
　
故
令
子
発
為
巌
疾
也
。

　
他
方
、
狂
疾
に
つ
い
て
は
よ
り
複
雑
で
あ
る
。
そ
れ
は
狂
疾
に
は
さ
ま

ざ
ま
な
症
状
が
あ
る
た
め
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
病
理
は
お
よ
そ
次
の
よ
う

に
示
さ
れ
て
い
る
。

　
ω
陰
不
勝
其
陽
、
則
脈
流
薄
、
疾
丼
、
乃
狂
。
　
（
S
。
生
気
通
天
論
）

　
…
帝
日
、
有
病
怒
狂
者
、
此
病
安
生
。
岐
伯
日
、
生
於
陽
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
S
・
病
能
論
）

　
u
五
邪
所
乱
、
邪
人
於
陽
則
狂
。
　
　
　
　
　
　
　
（
S
・
宣
明
五
気
）

　
…
（
豚
逆
の
場
合
）
石
之
則
陽
気
虚
。
虚
則
狂
。
　
　
　
（
S
・
腹
中
論
）

　
㈲
所
謂
病
至
則
欲
乗
高
而
歌
、
棄
衣
而
走
者
、
陰
陽
復
争
、
而
外
井
於

　
　
陽
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
S
・
脈
解
）

㈲
と
…
は
陽
気
が
陰
気
に
対
し
て
力
の
強
い
場
合
を
言
う
。
…
は
や
は
り

邪
が
人
体
の
陽
部
を
襲
っ
て
陽
邪
（
熱
）
と
な
り
、
陰
に
比
べ
て
陽
の
勢
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）

が
強
く
な
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
人
間
の
気
質
を
太
陽
・

少
陽
・
太
陰
・
少
陰
・
陰
陽
和
平
の
五
っ
の
タ
イ
プ
に
分
け
て
論
じ
た
『
霊

枢
』
通
天
篇
で
狂
疾
が
多
い
と
さ
れ
て
い
る
の
も
、
陽
気
の
過
剰
が
考
え

ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
ω
は
陽
気
が
重
上
し
た
豚
逆
な
る
疾
患
の
場

合
に
鐵
石
を
施
す
と
陽
気
が
虚
し
て
狂
を
発
す
と
い
う
の
で
あ
り
、
誤
治

に
よ
る
例
外
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
㈲
と
類
似
し
た
例
は
■
素
問
L
評

熱
病
論
篇
に
も
見
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
黄
帝
問
日
、
有
病
温
者
、
汗
出
、
輌
復
熱
、
而
脈
躁
疾
、
不
為
汗
衰
、

　
　
狂
言
不
能
食
、
病
名
為
何
。
岐
伯
対
日
、
病
名
陰
陽
交
。

こ
こ
で
も
や
は
り
陰
陽
二
気
が
交
錯
す
る
（
陰
陽
交
）
こ
と
に
よ
っ
て
狂
言

な
ど
の
病
症
が
起
こ
る
と
一
言
わ
れ
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
具
合
に
陰
陽
二
気
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
と
し
て
捉
え
ら
れ

た
癩
疾
と
狂
疾
が
気
の
体
内
ル
ー
ト
で
あ
る
経
脈
と
関
係
づ
け
ら
れ
て
い

る
こ
と
は
先
に
示
し
た
『
霊
枢
』
癩
狂
篇
の
記
載
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

そ
こ
に
は
癩
。
狂
疾
の
発
現
程
度
に
よ
っ
て
、
診
断
・
治
療
の
際
に
取
る

べ
き
経
脈
の
名
称
が
示
さ
れ
て
い
た
（
傍
線
部
）
。
特
に
狂
疾
は
足
の
陽
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
（
3
5
）

経
の
変
動
に
よ
っ
て
生
ず
る
典
型
的
な
病
症
と
考
え
ら
れ
て
い
る

36



　
癩
疾
と
狂
疾
に
つ
い
て
紙
数
を
費
し
す
ぎ
て
し
ま
っ
た
が
、
最
後
に
も

う
一
っ
の
精
神
疾
患
と
し
て
忘
疾
を
と
り
あ
げ
て
お
き
た
い
。
「
忘
」
は
健

忘
症
の
よ
う
な
記
憶
障
害
で
あ
る
が
、
道
家
の
典
籍
な
ど
で
は
そ
れ
が
一

種
の
理
想
的
境
地
を
描
い
た
言
葉
と
し
て
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
て
い
る
。

と
り
わ
け
■
列
子
L
の
周
穆
王
篇
に
見
え
る
説
話
は
印
象
深
い
。
宋
の
陽

望
の
華
子
が
中
年
に
な
っ
て
ひ
ど
い
健
忘
症
を
患
い
、
医
者
や
呪
術
師
も

手
が
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
や
が
て
魯
の
儒
生
が
現
わ
れ
て
癒
す
の
で
あ

る
が
、
目
醒
め
た
華
子
は
存
亡
・
得
失
・
哀
楽
・
好
悪
を
忘
れ
去
っ
た
蕩

然
た
る
状
態
か
ら
現
実
に
引
き
戻
さ
れ
た
こ
と
に
激
し
く
憤
っ
た
、
と
い

う
の
で
あ
る
。

　
道
家
の
場
合
は
と
も
か
く
、
「
忘
」
は
や
は
り
厄
介
な
精
神
疾
患
の
一
種

に
違
い
な
い
。
〈
内
経
医
学
V
で
は
そ
の
病
理
が
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
て

い
る
。

　
　
黄
帝
日
、
人
之
善
亡
者
何
気
使
然
。

　
　
岐
伯
日
、
上
気
不
足
、
下
気
有
鉄
、
腸
胃
実
而
心
肺
虚
。
虚
則
営
衛

　
　
留
於
下
、
久
之
不
以
時
上
、
故
善
忘
也
。
　
　
　
　
（
R
・
大
惑
論
）

こ
こ
で
も
忘
疾
の
病
理
現
象
が
上
下
陰
陽
の
気
の
有
鉄
不
足
に
よ
っ
て
捉

え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
『
荘
子
』
達
生
篇
に
「
気
下
り
て
上
ら
ざ

れ
ば
、
則
ち
人
を
し
て
善
く
忘
れ
し
む
」
と
ほ
∵
同
様
の
記
載
が
あ
る
の

は
、
恐
ら
く
医
家
の
所
説
を
襲
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

五
、
結

語

万
物
は
気
か
ら
成
り
、
あ
ら
ゆ
る
現
象
は
気
の
営
み
に
他
な
ら
な
い
。

気
は
身
体
を
構
成
す
る
と
共
に
、
体
内
を
不
断
に
循
環
し
て
一
切
の
生
命

現
象
を
営
ま
し
め
る
。
か
か
る
気
の
思
想
に
基
づ
い
て
、
中
国
伝
統
医
学

の
基
礎
を
為
す
く
内
経
医
学
V
が
形
成
さ
れ
た
。
そ
れ
は
ま
さ
に
”
気
の

医
学
”
と
称
し
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　
こ
こ
に
お
い
て
、
疾
病
と
は
広
い
意
味
で
体
内
の
気
の
バ
ラ
ン
ス
に
異

常
が
生
じ
た
状
態
の
こ
と
で
あ
り
、
病
因
と
し
て
は
内
因
が
重
視
さ
れ
た
。

そ
の
一
つ
に
、
五
蔵
と
の
配
当
が
為
さ
れ
た
情
動
（
五
情
）
が
あ
る
。
情
動

は
内
因
と
し
て
気
の
変
動
を
も
た
ら
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
病
症
を
引
き
起
こ

す
。
と
共
に
、
情
動
は
そ
れ
自
体
が
病
症
と
し
て
も
扱
わ
れ
て
い
る
。
気

の
概
念
を
媒
介
と
し
て
、
情
動
と
身
体
は
密
接
に
結
び
つ
け
ら
れ
た
。
ま

た
、
癩
疾
・
狂
疾
・
忘
疾
は
、
病
症
の
記
載
か
ら
し
て
明
ら
か
に
精
神
疾

患
と
呼
び
得
る
も
の
で
あ
る
。
だ
が
、
〈
内
経
医
学
V
に
お
い
て
そ
れ
ら

の
病
理
認
識
は
他
の
疾
患
と
同
様
に
体
内
の
気
の
異
常
状
態
と
把
握
さ
れ
、

経
脈
の
変
動
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に
考
察
を
加
え
て
き

た
内
容
は
、
概
ね
以
上
の
よ
う
な
事
柄
で
あ
っ
た
。
、

　
古
代
中
国
の
医
家
に
と
っ
て
、
身
体
症
状
（
疾
患
）
と
精
神
症
状
（
疾
患
）

と
は
こ
と
さ
ら
に
区
別
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
形
而
下
に
お

け
る
あ
ら
ゆ
る
現
象
を
気
の
は
た
ら
き
・
営
み
に
よ
っ
て
捉
え
る
見
方
に

立
っ
た
と
き
、
心
と
身
の
別
は
解
消
し
、
一
体
の
も
の
と
現
わ
れ
て
く
る
。

実
に
彼
ら
は
心
身
を
く
心
－
気
－
体
V
の
機
能
的
構
造
の
も
と
に
、
一
体

不
可
分
の
関
係
に
あ
る
も
の
と
し
て
捉
え
た
の
で
あ
る
。
か
か
る
認
識
は
、

単
な
る
空
想
・
観
念
上
の
産
物
で
は
な
か
っ
た
。
古
代
の
医
家
は
蔵
府
に

源
を
発
し
て
体
内
の
隈
々
に
気
を
巡
ら
せ
る
経
路
と
い
う
ル
ー
ト
を
発
見

し
、
独
特
な
医
学
体
系
を
築
き
上
げ
た
。
経
路
が
い
か
に
し
て
発
見
さ
れ

37



た
か
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
鐵
石
や
灸
な
ど
の
物
理
療
法
を
施
す
う
ち
に

多
数
の
経
穴
（
ツ
ボ
）
が
発
見
さ
れ
、
経
穴
相
互
の
関
係
が
確
認
さ
れ
な
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

ら
、
点
か
ら
線
へ
の
連
絡
を
見
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
気
自
体
に
つ
い
て

も
、
実
在
す
る
も
の
、
医
術
に
長
け
た
者
で
あ
れ
ば
明
ら
か
に
察
知
し
得

る
も
の
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。
経
路
の
発
見
に
よ
っ
て
、
〈
心
－
気
－

体
V
の
機
能
的
構
造
が
理
論
的
に
も
臨
床
的
に
も
確
立
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。　

従
来
の
心
身
関
係
論
、
殊
に
デ
カ
ル
ト
以
来
の
西
洋
に
お
け
る
そ
れ
は
、

「
精
神
と
物
質
が
ま
っ
た
く
異
な
る
実
体
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
二
っ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

実
体
は
た
が
い
に
ど
の
よ
う
に
関
係
し
合
う
か
」
と
い
う
問
い
か
ら
発
し
、

心
身
の
並
行
・
相
関
な
ど
諸
説
が
唱
え
ら
れ
て
き
た
。
近
代
西
洋
医
学
に

お
け
る
心
身
関
係
の
認
識
も
、
基
本
的
に
か
か
る
思
潮
の
う
ち
に
あ
る
。

〈
内
経
医
学
V
は
、
器
官
（
部
分
）
↓
機
能
（
全
体
）
と
い
う
西
洋
近
代
医
学

の
採
っ
た
方
法
と
は
全
く
逆
の
立
場
か
ら
築
か
れ
た
一
個
の
医
学
体
系
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
く
心
－
気
－
－
体
V
の
機
能
的
構
造
の
も
と
に
人
問
を
ま

る
ご
と
の
全
体
と
し
て
ま
ず
捉
え
、
機
能
↓
器
官
と
い
う
方
向
の
認
識

が
為
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
心
身
は
如
何
に
関
わ
る
か
と
い
う
問
い
が

発
す
る
（
実
際
に
こ
の
よ
う
な
問
い
が
強
く
意
識
さ
れ
て
い
た
か
否
か
は

と
も
か
く
）
以
前
に
、
心
身
は
一
体
不
可
分
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
気
の

概
念
に
基
づ
い
て
存
在
し
て
い
た
。
〈
内
経
医
学
V
に
認
め
ら
れ
る
か
か

る
全
体
論
的
な
思
惟
は
、
中
国
の
み
な
ら
ず
東
洋
人
の
思
想
一
般
に
共
通

し
て
い
る
特
色
と
言
い
得
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
諸
相
の
究
明
は
、

今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

〔
注
〕

ω
現
伝
の
『
素
問
L
『
霊
枢
L
は
『
漢
書
』
芸
文
志
著
録
の
く
黄
帝
内

　
経
V
＋
八
巻
が
分
巻
さ
れ
て
伝
わ
っ
た
と
見
ら
れ
て
き
た
。
こ
の
通

　
説
に
筆
者
は
疑
問
を
抱
い
て
い
る
（
拙
稿
①
「
黄
帝
と
医
学
1
■
黄

　
帝
内
経
』
の
成
立
事
情
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
、
■
日
本
医
史
学
雑
誌
』

　
二
六
巻
四
号
、
一
九
八
○
、
参
照
）
が
、
素
・
霊
二
書
を
『
黄
帝
内
経
L

　
と
呼
ぷ
こ
と
は
既
に
広
く
浸
透
し
て
い
る
の
で
、
本
稿
で
も
こ
の
通

　
称
を
用
い
る
。

②
■
素
問
』
は
く
顧
従
徳
本
V
を
、
「
霊
枢
』
は
内
閣
文
庫
所
蔵
の
く
明

　
代
無
名
氏
肪
宋
本
V
を
底
本
に
用
い
る
。
ま
た
両
書
の
別
伝
の
テ
キ

　
ス
ト
で
あ
る
仁
和
寺
所
蔵
の
『
太
素
」
（
〈
東
洋
医
学
善
本
叢
書
V
、

　
一
九
八
一
、
所
収
）
を
参
照
す
る
。

③
拙
稿
②
λ
素
問
医
学
V
の
思
想
－
中
国
伝
統
医
学
の
基
本
的
考

　
え
か
た
1
」
（
■
倫
理
思
想
研
究
L
四
号
、
一
九
七
九
）
。

ω
古
代
中
国
の
呪
術
と
医
学
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
③
「
中
国
古

　
代
に
お
け
る
呪
術
と
医
術
」
（
『
宗
教
研
究
』
二
四
九
号
、
一
九
八
一
）

　
で
既
に
詳
し
く
論
じ
た
。

⑤
血
は
気
の
「
和
調
変
化
」
し
た
も
の
で
あ
り
、
血
液
と
は
必
ず
し
も
同

　
∵
で
は
な
い
。
体
内
を
循
行
す
る
血
と
気
は
陰
陽
の
関
係
に
あ
っ
て
、

　
営
（
栄
）
・
衛
と
も
呼
ば
れ
る
。
拙
稿
②
参
照
。

㈲
経
絡
の
経
と
は
「
経
脈
」
の
こ
と
で
、
身
体
を
縦
軸
方
向
に
流
注
す
る

　
十
二
（
後
代
に
は
十
四
）
本
の
幹
線
で
、
手
足
の
三
陰
三
陽
に
蔵
府

　
を
配
し
た
名
で
呼
ぶ
。
絡
と
は
「
絡
脈
」
で
、
経
脈
の
支
流
で
あ
る
。
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㎝
飲
食
を
内
因
と
す
る
こ
と
に
は
些
か
問
題
も
あ
る
。
大
飲
飽
食
を
人

　
問
の
行
為
と
し
て
内
因
と
す
る
こ
と
は
よ
い
と
し
て
も
、
飲
食
物
の

　
寒
熱
は
外
界
の
気
と
し
て
外
因
と
考
え
る
べ
き
だ
か
ら
で
あ
る
。
後

　
に
宋
の
陳
言
は
『
三
因
極
一
病
証
方
論
L
を
著
わ
し
、
病
因
を
内
・

　
外
・
不
内
外
の
三
種
に
分
け
た
。
そ
こ
で
は
内
因
は
情
動
（
七
情
）
の

　
み
と
し
、
飲
食
や
房
事
は
不
内
外
因
と
さ
れ
て
い
る
。

⑧
『
呂
氏
春
秋
L
応
同
篇
・
精
通
篇
、
『
春
秋
繁
露
』
同
類
相
同
篇
な

　
ど
。

⑨
〈
内
経
医
学
V
を
継
承
し
た
。
難
経
』
（
後
漢
中
・
後
期
の
作
）
で
は
、

　
肝
－
魂
、
肺
－
魂
、
心
－
神
脾
－
意
と
智
、
腎
－
精
と
志
、
と
五
蔵

　
に
七
神
が
配
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
三
十
四
難
）
。

ω
夫
心
者
五
蔵
之
主
也
、
所
以
制
四
支
、
流
行
血
気
、
馳
麗
干
是
非
之

　
境
、
而
出
入
干
百
事
之
門
戸
者
也
。

ω
脳
・
髄
・
骨
・
脈
・
胆
・
女
子
胞
、
此
六
者
地
気
之
所
生
也
。
皆
蔵

　
於
陰
而
象
於
地
、
故
蔵
而
不
寓
名
日
奇
恒
之
府
（
『
素
問
』
五
蔵
別

　
論
）
。

⑫
脳
で
は
な
い
が
、
頭
と
精
神
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
■
素
問
L
脈
要

　
精
微
論
篇
に
「
頭
者
精
明
之
府
、
頭
傾
視
深
、
精
神
将
奪
集
」
と
あ
る
。

　
し
か
し
そ
れ
以
上
の
記
載
は
他
の
箇
所
に
も
な
い
。

⑯
情
動
と
感
情
と
は
厳
密
に
は
異
な
る
。
後
者
は
比
較
的
単
純
な
喜
怒

　
哀
楽
の
情
を
指
し
、
前
者
は
特
続
的
で
よ
り
強
い
情
を
意
味
す
る
が
、

　
こ
こ
で
は
特
に
区
別
せ
ず
、
情
動
の
語
で
統
一
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

ω
所
以
任
物
者
謂
之
心
、
心
有
所
憶
謂
之
意
、
意
之
所
存
謂
之
志
、
因

　
志
而
存
変
謂
之
思
、
因
思
而
遠
慕
謂
之
慮
、
因
慮
而
処
物
謂
之
智
。

ω
底
本
で
は
「
悲
」
と
あ
る
が
後
文
で
は
「
思
」
に
作
っ
て
配
当
さ
せ
て
い

　
る
。
他
の
箇
所
で
も
「
悲
」
と
「
憂
」
は
ほ
∵
同
一
の
情
と
し
て
肺
に

　
配
当
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
底
本
の
「
悲
」
は
「
思
」
の
誤
り
と
思

　
わ
れ
る
。

⑯
明
の
馬
玄
台
が
「
此
言
五
蔵
既
虚
、
故
精
気
拝
合
則
志
不
能
禁
也
」

　
と
解
し
て
い
る
（
『
黄
帝
内
経
素
問
注
証
発
微
』
）
の
に
従
う
。

㎝
大
喜
・
大
怒
・
大
憂
・
大
哀
、
五
者
接
神
則
生
害
実
（
『
呂
氏
春
秋
L

　
尽
数
）
、
夫
喜
怒
者
道
之
邪
也
：
・
人
大
怒
破
陰
、
大
喜
墜
陽
（
『
准

　
南
子
』
原
道
訓
）
。

⑱
形
と
陰
陽
の
関
係
に
あ
る
こ
の
場
合
の
気
と
は
、
身
体
を
構
成
し
、

　
体
内
を
不
断
に
循
環
す
る
気
の
謂
で
あ
る
。

α
9
「
梱
」
と
は
筋
肉
の
結
聚
す
る
と
こ
ろ
。
「
破
梱
脱
肉
」
と
は
全
身
の

　
筋
肉
の
力
が
抜
け
て
弛
緩
す
る
こ
と
を
言
う
。

②
①
こ
こ
で
は
五
行
論
が
完
全
な
か
た
ち
で
用
い
ら
れ
て
い
な
い
が
、
死

　
に
至
る
季
節
と
の
関
係
は
、
悲
（
金
）
↓
肝
（
木
）
、
喜
（
火
）
↓
肺
（
金
）

　
と
、
五
行
相
剋
論
に
基
づ
い
て
い
る
。
尚
、
〈
内
経
医
学
V
に
お
け
る

　
五
行
論
適
用
の
不
完
全
さ
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
④
「
中
国
伝
統
医
学

　
に
お
け
る
五
行
論
の
考
察
1
」
（
■
倫
理
思
想
研
究
L
五
号
、
一
九

　
八
○
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

⑫
ヵ
玉
機
真
蔵
論
篇
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
「
喜
大
虚
則
腎
気
乗
実
。

　
怒
則
肝
気
乗
笑
。
怒
則
肝
気
乗
実
。
悲
則
肺
気
乗
実
。
恐
則
脾
気
乗

　
笑
。
憂
則
心
気
乗
実
」
。

⑳
「
寒
」
と
「
目
火
」
を
清
の
張
志
聡
は
「
天
の
陰
陽
（
の
気
）
」
と
解
し
て
い

　
る
（
『
黄
帝
内
経
素
問
集
注
L
）
が
、
こ
れ
ら
は
外
邪
で
は
な
く
、
体
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内
の
気
の
有
餓
・
不
足
に
よ
っ
て
寒
や
熱
を
生
じ
た
状
態
と
解
す
べ

　
き
で
あ
る
。

⑳
外
邪
ど
の
感
応
な
い
し
内
因
の
み
で
症
状
が
発
現
す
る
場
合
も
あ
る
。

ω
こ
こ
で
は
近
年
注
目
さ
れ
て
い
る
心
身
医
学
の
こ
と
を
意
味
し
て
い

　
る
。

㈱
精
神
医
学
の
歴
史
に
っ
い
て
は
、
ジ
ル
ボ
ー
グ
『
医
学
的
心
理
学
史
L

　
（
神
谷
訳
、
み
す
∵
書
房
、
一
九
五
八
）
、
ア
ッ
カ
ー
ク
ネ
ヒ
ト
『
精

　
神
医
学
小
史
L
（
石
川
・
宇
野
訳
、
医
学
書
院
、
一
九
六
二
）
な
ど
を

　
参
照
。

㈱
異
常
な
精
神
現
象
の
背
後
に
器
質
的
変
化
が
確
認
な
い
し
は
想
定
で

　
き
る
場
合
を
言
う
。

例
村
上
仁
・
満
田
久
敏
監
修
『
精
神
医
学
』
（
医
学
書
院
、
一
九
六
三
）
、

　
『
現
代
精
神
医
学
大
系
L
3
A
・
3
B
（
中
山
書
店
、
一
九
七
八
）
な

　
ど
に
基
づ
く
。

㈱
■
漢
字
の
語
源
研
究
。
（
学
燈
社
、
一
九
六
三
）
七
四
五
頁
。

⑳
底
。
本
は
「
伝
」
に
作
る
が
、
、
太
素
L
（
巻
三
十
．
癩
疾
）
に
よ
り
「
作
」

　
に
改
め
た
。

8
①
巻
三
・
治
卒
発
顯
狂
病
方
。

e
D
治
癩
疾
者
常
与
之
居
、
察
其
当
敢
之
処
。

⑫
底
本
に
は
「
苦
」
と
あ
る
が
、
。
太
素
L
（
巻
三
十
・
狂
疾
）
に
よ
り
コ
暑
」

　
に
改
め
た
。

㈱
森
立
之
『
素
問
考
注
L
（
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
自
筆
稿
本
）
の
注
解

　
に
従
う
。

8
4
張
介
賓
「
邪
入
陽
分
則
為
陽
部
邪
熱
熾
勢
、
故
病
乃
狂
」
（
『
類
経
L

　
巻
十
五
）

㈱
（
胃
足
陽
明
之
脈
）
是
動
則
病
酒
酒
振
寒
、
善
岬
、
数
欠
、
顔
黒
、
病

　
至
則
悪
人
与
火
、
聞
木
声
則
暢
然
而
驚
、
心
欲
動
、
独
閉
戸
塞
隔
而

　
処
、
甚
則
欲
上
高
而
歌
、
棄
衣
而
走
・
：
（
■
霊
枢
L
経
脈
）

㈱
経
絡
の
実
在
に
つ
い
て
は
い
ま
だ
実
証
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
近
年

　
電
気
抵
抗
の
測
定
な
ど
科
学
的
な
手
法
を
用
い
て
解
明
が
進
め
ら
れ

　
て
い
る
。
芹
沢
勝
助
篇
■
東
洋
医
学
研
究
集
成
』
1
（
医
歯
薬
出
版
社
、

　
一
九
七
九
）
な
ど
を
参
照
。

帥
沢
潟
久
敬
「
心
と
身
体
の
考
え
方
の
変
遷
の
歴
史
」
（
『
医
学
の
哲
学
』
、

　
誠
信
書
房
、
一
九
六
四
）
一
四
一
頁
。
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